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12月号 
令和 4年 12月 23日発行 

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいています。 

 

住み慣れた地域の中で誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して、 

11月 20日（日）、日義公民館にて令和 4年度木曽町社会福祉大会を開催しました。 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和４年１１月２０日（日）、日義公民館にて令和４年

度木曽町社会福祉大会を開催しました。 

今年度の社会福祉大会は、相変わらず終息の見えないコ

ロナ禍での開催となりましたが、活動を継続されている

多くのボランティアグループ、サロングループ、福祉団

体等による工夫された展示や販売ブースが設けられ賑わ

いを見せていました。 

展示販売に参加 

したグループの方からは、「今回初めて参加させてもらっ

たけど、なかなかグループを紹介できる場面が無いので、

多くの人に活動を知ってもらえる機会となりとても良か

った。」、来場された方からも、「販売ブースがたくさんあ

って良かった。」「点字や手話の体験が出来て良かった。」

などの感想をいただきました。 
 

長年地域福祉活動にご尽力いただいた方々への表彰式では、16 年にわたり木曽町社協の第三者

委員を勤められた井口利夫様と長年地域でボランティア活動を推進されてこられた木曽踊り保存

会様に賞状が授与されました。表彰された方々からは、「誰かのためになればと思ってやってきた

ことが表彰されるとは思わなかったけれどこうして表 

彰されるととても嬉しい。」とご挨拶をいただきました。 
 

今年度の福祉講演会は、新型コロナウイルス感染症

の蔓延により長期化する自粛生活の中で、閉じこもり

やストレスを抱えることが認知症になる要因の一つ

に挙げられるため、講演会を通じ自粛生活により溜ま

ったストレスを少しでも発散してもらいたいとの想

いから、NPO 法人健康笑い塾を主宰されている中井

宏次（薬家きく臓）さんを講師にお招きし、「認知症 

予防と笑いの効力」と題しご講演いただきました。講師のテンポよく笑いを交えながら話す話し方

に会場中が引き込まれ、今後の生活に笑いがとても大切であることを学べたとても楽しい講演会と

なりました。 
 

元の生活に戻るにはまだまだ時間がかかると思いますが、今回の社会福祉大会を通じ、コロナ禍

の今、できることを精一杯行って、人と人との繋がりを切らさないように、また、明るく笑いの絶

えない地域づくりに取り組むことを再認識することができました。 

 

 
★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ５年１月１１日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 （木曽町福島５８０８－３） 

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（開田地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。 

法律に関する相談を希望される方は、１月１０日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まいさぽ木曽

と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。 

 

 

お申し込みは 

木曽町社協 

☎26-1116まで 


